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＜連絡事項＞

· 本日、院内研修あり。日勤スタッフは参加すること。

· 12/7までに11月分の経過記録を作成すること。
· 12/11、17:30から病院2階会議室にてプロセスレコード研修あり、参加者は事例を小向SGMへ提出すること。

＜外来患者様情報＞

· 沢田　三郎様～特に変わりない。通所に行くのは楽しみだと話される。

· 伊藤　雄一様～青山荘スタッフ同行で受診している。担当医より常識に欠ける行動はしないように

説明するも理解していない様子。次回受診時に家族と共に受診予定とし、必要時

には入院の方向となる。

· 横町　浩　様～「頭がボーッとする時はしゃがんでいれば良くなる」、「デイは疲れる」と話され

る。

· 関　秀治　様～昨日は9時に入眠し、朝までぐっすり眠れたとの事。目の充血は良くなってきてい

る。治っていない。

· 久保　興介様～母様同行にて受診している。通所では対人関係がうまくいかず、集団の中で孤立し

ている気がすると話される。また、女の人に触られているような体感幻覚がある

との事。担当医より調子をみながら通所し、無理のないようにと説明している。

ジプレキサが1錠から2錠へ増薬となっている。

· 関口　禅　様～早朝覚醒があり、1時に起床し、4時に朝食を摂ったとの事。そのため本日のエア

ロビは休むと話している

· 田名部一樹様～朝、起きられるようになってきたと話される。

· 島浦美千男様～青風荘で行ったまきば温泉では楽しく過ごせたと話される。

· 村田　昭一様～皮膚は落ち着いているとの事。1/11に日本赤十字病院受診と話している。

· 田向　玲美様～動悸がすると話されるが、脈拍、心電図に異常は見られない。

· 荒木地和弥様～最近通所へ行こうとするとだるさや吐き気がするとの事。担当医より無理はしない

ようにと説明している。

＜通所利用者様情報＞ 
· 小野寺文明様～昨日21時に就床前薬を飲んで入眠したが、1時に起床した為、以前飲み忘れた就

床前薬を一包全部飲んだとの事。そのため「ふらふらする」と話し、運動療法に

参加せず休んでいる。半年に一回程度薬を飲み忘れることがあるとの事。飲み忘

れた薬は薬局に返し、また、眠れない場合は担当医に相談して薬を出してもらう

ように説明している。

· 川口八寿子様～12/28に妹様が帰省する為、29日から1週間デイケアを休むと話される。また、1/9

からうみねこ幸房の体験利用をしたいとの事。幸房利用について話が二転三転す

る為本人に確認をとっていく事とする。

· 柳町　信之様～昨日入浴利用の為、来所している。髪を自分で切ったと話す為、床屋で切ってもら

った方が良いと説明すると「床屋に行く必要はない」と話される。髪にフケが目

立つ為、洗髪の仕方について説明している。

· 高橋　洋子様～他科受診後に来所するとの連絡があったが、11時50分頃に再度電話連絡があり

「やっぱり今日は行きません」と話される為、本日欠席となっている。本人の様子

を来週の来所時に聞くこととする。

· 村上　元道様～ナイトケアでは疲れた様子が伺えるが、他メンバーと麻雀などをし、交流を持ちな

がら過ごしている。

· 駒木　洋士様～青陽館のパンフレットを欲しいと話す為、心理の小嶋スタッフが一部渡したとの事。

＜SST報告＞

●デイケア

題目「嫌なことを言われた場時にどうするか」

· メンバーからお題を出している。

· 「会話に合わせて話を進める」「他の人が話すまで自分は話さない」「はっきりと断る」「違う話に話題を変える」との意見が出ている。

· ロールプレイまでは行う事が出来なかったが、様々な意見が出た為、実際に応用するように説明している。

⇒実際に応用できやすくする為、違う話題にする時どのように言うか等詳しく行っても良かった。

題目「お金がない時にどうするか」

· メンバーからお題を出している。

· 「アルバイトをする」「節約する」「人から金を借りる」との3つの意見が出た為、実際に可能か話し合っている。実際に今からでも出来るのは節約であり、服飾費、食費、お菓子代、早く寝て電気代を節約するとの意見が出ている。

⇒このようなお題は、無理してロールプレイをする必要はない

題目「お酒の席で自分の病気について知らない人からお酒を勧められたらどうするか」

· メンバーからお題が出なかった為、スタッフがお題を出すと「車で来ている」「飲めない」「抗精神薬、抗酒剤を飲んでいる」「肝臓、胃の調子が悪い」と話し断るとの意見と「口をつけて飲んだふりをする」との意見が出た。また、「勧められたら飲んでしまうかもしれない」「酒を勧めた相手にもよる」との意見もある。

· 出た意見から多数決を取ると「車で来ている」「肝臓、胃の調子が悪い」が多い。

⇒今回は、お酒の断り方について行ったが、外来受診時、担当医に友人の誘いについて上手く断れないと報告していた利用者様がいた。そのメンバーよりＳＳＴのお題にあがらない場合には、スタッフが自身の出来事として「友人に誘われた時の断り方について」お題を提供すると良い。










